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Agile ソフトウェア開発について

アジャイルソフトウェア開発宣言より

– プロセスやツールよりも個人と対話を、

– 包括的なドキュメントよりも動くソフトウェアを、

– 契約交渉よりも顧客との協調を、

– 計画に従うことよりも変化への対応を、

「アジャイル」はフレームワークであり、心構えであり、ソフトウェアを無駄
なく、早く届ける手法だ。しかも、現場で実際に使える。確かに「銀の弾丸」
なんてない。けれども、チームの持てる力を最大限に引き出すことで、プロ
ジェクトがうまくいく確率を格段に向上させるんだ。

アジャイルサムライ xiページより

でも、、、



Agile ソフトウェア開発を導入した現場からよく聞かれる声

• プロジェクト納期への意識が薄くなり、結局プロジェクト全体は遅延する。
なぜならば、開発者の意識が短いサイクルでのリリーススケジュールにばかり向い
てしまうから

• プロジェクトの後半になるほど、マルチタスクが蔓延し、開発も遅れがちになる。
なぜならば、リリースサイクルに合わせて開発をするのだが、積み残しは後へ後へ
と押し出される一方で、もともとの着手予定タスクは着手されるから。

• プロジェクトのQCDS（品質、コスト、納期、スコープ）が担保されないことがある
。
なぜならば、リリーススケジュール遵守へのプレッシャーが強く、結果として品質
の妥協、スコープの縮小が当たり前の選択肢になっているから。

• 現場でいくら頑張っても、やはりプロジェクトは遅れる。
なぜならば、短いサイクルでの「アジャイル開発」はIT部門の都合と捉えられて、
外部の関係者の支援を十分に得ることができないから。

Necessary, but not sufficient



「失敗から学べ！」

と言われて、失敗から学べるようになりますか？



原因と結果
Cause and Effect

Cause

（原因）

Effect

（結果）

因果関係

原因があるから
結果が起こる

論理的 (logical)

①論理学で取り扱う対象についていう語。
②論理の法則にかなっていること。りづめ。
③比喩的に、事物の法則的なつながりについていう語。
[株式会社岩波書店広辞苑第六版]
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むかし、むかしあるところに、ウサギさんとキリギリスさんがおりました。

ウサギさんは、とっても足が速いのに、ちょっと怠け者。調子がよいと
すぐに怠けてしまって、カメさんとの競争にも負けてしまう始末。
うさぎさんは、みんなの笑い者です。

キリギリスさんは、毎日楽しく暮らすのが大好き。でも、その場限りの楽しさだけ考えてい
るので、冬になって、食べ物がなく、死んでしまいそうに……
しまいには、ちいさなアリさんに助けてもらう始末。
キリギリスさん、はみんなの笑い者です。

そんな二人が出会いました。

ウサギとキリギリス



?？
ウサギとカメ
が競争する

ウサギが
勝つ

ウサギは
うっかり
寝込んだ

カメが勝つ

目覚まし時計を
もって行く

もっと
いい方法を一緒に

考えよう！

最初から、ひと休み
なんてしなければ
いいんじゃないの？

ウサギがカメに負けた！

ゴールについて
から一休み
する



足りないのは何だろう？

プロジェクトが
成功する

アジャイル
開発手法を
取り入れる

？

イテレーション
チケット駆動開発
日次ミーティング
ふりかえり
etc.

現場の活性化 マネジメントの
支援の活性化

CCPM

・集中で、仕事の質を高める Not to do

・経営と目標を共有するODSC

・ベテランの手順を形式知にする段取り八分
・納期を守るために徹底的に知恵を出す
サバ取り・段取り
・手遅れになる前にマネジメントが支援できる
バッファマネジメント

ボトムアップ トップサポート



クリティカルチェーンの5つの要素

２．ODSC 目標すり合わせ

３．Backward scheduling 段取り八分

４．ABP(Aggressive But Possible） サバ取り段取り

５．Buffer Management ゆとり

全体最適のマネジメントへ

１．Freeze 選択と集中



どの案件も
最優先！

マルチタスク！

やり直し！

チームワークの向上 モチベーションの向上 お客様満足度の向上

目標すり合わせ

期間短縮
１つに集中する
作業品質の向上

段取り八分

報・連・相

先手管理

助け合い・思いやり

テンポよく

モノが出る

Freeze

選択と集中

Aggressive but Possible

Buffer Management

Backward Planning

ODSC

Freeze：選択と集中



目的

Objectives

●世界一の製品でかつてない儲けを実現すること
●競合を打ち負かし、圧倒的なシェア獲得すること
●すばらしい製品でお客様をハッピーにする
●世界一の製品で素晴らしい社会貢献をすること。
●このプロジェクトでCCPMを学んで、工期短縮をプロセスとして実現
すること
●若手を育成すること

成果物

Deliverables

●新製品X

●マニュアル
●パッケージ
●カタログ

成功基準

Success Criteria

●かつてない利益率○○％
●売上げ○○億円、シェア○○％
●お客様の満足度○○％
●環境性能で○○賞を受ける
●開発工期短縮○○％
●普段は滅多に若手を褒めたことのないＸ部長が、「ものすごく成長し
たなぁー！次も頼むぞ！」という

ＯＤＳＣ：世界一の製品をつくるぞ！プロジェクト

財務の視点 顧客の視点
業務プロセスの

視点
成長と育成
の視点

経営理念 社会貢献

みんなで読み返してみてワクワクする目標であればOK!

目的は
なんですか？

成果物は
なんですか？

成功基準は
なんですか？



End to front planning 段取り八分
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ABP(Aggressive But Possible） サバ取り段取り

全体でゆとりを
マネジメントする

プロジェクトバッファ

できるか
できないか
五分五分

安全余裕



Buffer Management ゆとりをマネジメントする

私のせいで遅れて
しまう・・・ 先手先手で

手遅れになる前
に手をうつチームワークを作る

掛け持ちを防ぎ、仕事に集中できる

バッファマネジメントは先手管理の道具



16

CCPMとAgile 源流は同じ

ザ・ゴール
1984

1997

クリティカルチェーン

プロジェクト
マネジメント
へのTOC適用

(CCPM)

2001アジャイル
ソフトウェア開発宣言

ITプロジェクト
現場への適用

1995 Nagel教授ら

顧客との関係

作りや競争戦
略への適用

この間、米国は

国を挙げて製造業復活
への対策を実施。ゴー
ルドラット博士は全米の
大学教授に思考プロセ
スのコースを無償オ
ファー。大学教授たち
の研究成果が出版

される。

1994

“Agile”という

言葉がビジネスで
使われ始めた
（製造）



Agile ソフトウェア開発宣言と CCPM

関係者を集めて、前提を
共有し、知恵を絞る

目的、成果物、成功基準を
明確にして価値を届ける

段取りを共有して、
助けあって
プロジェクトを成功させる

バッファマネジメントにより
不確実性がある環境でも
手遅れにならないうちに
手を打つ



実証実験です



月曜日を楽しみな会社にしよう！
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今日の詳細については以下の本に
書かれています



ありがとうございました！


